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今期スローガンに込めた想い…
一に「勢い」 当社で一番初めにくる社是であります。

振り子を勢いよく振れば、左右に大きく動き、長く揺れが続いていく。

勢いがあるからこそ、仕事の幅が広がり、また結果が出るまで走り続ける事ができます。

「先ずは動け、走りながら考えろ」

頭の中であれこれ考えていても、やってみなければ結果は誰も分かりません。

何ごとも「先ずはやってみる精神」が大切です。前に進めば、必ず壁にぶつかります。その壁をどう乗り越えるかを考え、
方向や方法を変えてまたチャレンジしていく。その繰り返しが結果となり、実績に繋がっていきます。

IT化が進み、新しい製品やサービスが生まれる中で、お客様のニーズは日々変わって行きます。そんな変化に富む現
代を、うじうじ悩んでいたら、間違いなく当社も社員も取り残されてしまいます。 だからこそ、当社の原点である「勢い」を
今期のスローガンとしました。

全社員が元気に、勢いよく、走り続けるチームにして行きます。
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クオリティーカップの内容

2018年度のQUALITY CUP（品質コンテスト）は、①工程品質監査、
②マネジメント監査、③技能オリンピックを行い、総合的な管理レベル
を競う監査となります。

監査ポイント

クオリティ カップ

QC開催の意味合い

ニッセイグループ改革

今回のクオリティーカップは事業所毎に行いますが、総合的な結果は国
別順位として発表します。その結果を踏まえ、各事業所が総合的な管理
レベルアップに向け、全てのクオリティーの向上に取組み、更なるニッ
セイグループの改革、発展に繋げていきたいと考えています。 常務取締役 関根 明

①工程品質監査
製造現場の基本的な活動として５Sと工程管理の監査を行います。これらを監査をすることで工程
品質の管理状態を評価します。

②マネジメント監査
主なマネジメント機能として、考え方、安全、実務マネージメントの内容を監査します。これらの
監査をすることで、事業所のマネージメント機能の管理状態を評価します。

③技能オリンピック
製品カテゴリー毎に、どこの事業所で生産したものが製品の出来栄えとして優れているか、外観・
構造・寸法の均一性・工程能力指数など）の品質データーで判定するものです。製品規格を満足す
ることだけでなく、バラツキのない、きれいな製品作りの状態を評価します。（対象製品は、コル
ゲート、チューブ、DIP製品）

国別対抗!!
VS

VS
VS



取締役社⾧ 浅野 高志

43期を終えて44期への取り組み
４３期は作業効率の業務改善により各部署粗利益UPにつながった。
一方どの部署も平均的であり、際立つ改善には至っていない。
４４期は製造原価にこだわり、利益につながる業務改善を行っていく。
勢いもってIT化を進めていく。
その手段として業務においては電子化による改善、製造現場は成形条件データを
収集し分析後の最適オペレーションに結びつけ、作業効率を上げていく。

（本社にて業務報告プレゼンと総評） （那須にて業務報告プレゼンと総評）

総監 上田 匡

姿勢・声の大きさをチェックし、合格するまで続けます。

本社 那須

44期社員教育意気込みと挨拶の大切さ
当社の挨拶教育の特徴は、経営者・管理職だろうと関係なく、姿勢・声の大き
さの確認試験を実施し、不合格になった場合は、特別訓練を受けなければなり
ません。
その中で、「気持ちの良い挨拶とは何か?」を徹底的に追求しており、御来社
頂いた全てのお客様に対して、心地良いと感じて頂く事をモットーに取り組ん
でおります。



委員会が再編され今までQUICKSHIPを発行していましたイントラネット委員会に代わりまして
QUICKSHIPの発行を専属で担当する編集部が設立されました。また、新たなQUICKSHIPをお
届けできますよう頑張って発刊してまいりますのでよろしくお願いします!

株式会社ニッセイエコ那須工場

栃木県那須塩原市四区町１５４０－１

ＴＥＬ:０２８７－３６－９８１１

ＦＡＸ:０２８７ー３６－９８１８

チューブ
製品

お問合せ

本誌

お問合せ

NISSEIECO QuickShip編集部

株式会社ニッセイエコ本社

神奈川県藤沢市用田４７５

ＴＥＬ:０４６６－４８－７５７２

ＦＡＸ:０４６６－４８－８１７７

代表も参加で
カンパイ‼

研修生も
笑顔‼

皆さんで
楽しみました‼

ジョン君 ヘンドリヤント君

トミー君 劉さん タパさん

エム君 カミル君ソレ君

コルゲート
製造部

IT推進部 営業部 品質管理部

DIP製造部 金型製造部コルゲート
製造部

コンパウンド
製造部

胡さん
業務部

幅さん

終活事業部


